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我々は、これまで山崎断層周辺で数度に分けて重力測定を行い、ブーゲー異常値から地下構造を求めてきた。

また、これと並行して地表の岩石を収集して、その密度を測定し、重力解析に利用してきた。今回は、さらに岩石

収集を追加し、断層を取り囲む形での各域の密度分布を求めた。これらを含めて地下構造などの推定し、加えて地

震分布との比較などをして行きたい。 

山崎断層は、兵庫県を中心に岡山県、鳥取県に及ぶ断層で、西北西－東南東８０ｋｍ余の長さをもつ。ごく最

近には大地震はないが、西暦８６８年の播磨・山城はこの断層で起こったＭ７クラスの地震として最も新しいもの

とされている。 

しかしながら、この断層沿いには、最近数十年の微小地震観測で明らかなように、相当数の地震が定常的に発

生している。鳥取県西部地震（２０００）や兵庫県南部地震（１９９５）などの最近の大地震は、数年後には余震

発生数を格段に減らしているのに対し、山崎では最近大地震がないにも関わらず微小地震の多発が継続する特徴を

示している。 

我々は１９８４年以後、数度に分けて断層周辺の重力値を測定し、約５００点に至った。また、金属事業団に

よる約５００点のデータを合わせ、計約１０００点のデータを利用できる。これはおおよそ断層周辺での１～数ｋ

ｍ間隔の測定である。得られたデータからブーゲー異常値を計算すると０～２０ミリガルとなり、場所による違い

もさまざまである。 

岩石は１９８８年、２００２に主に断層沿いの計３５点で採取したが、２００３年には比較的断層から離れた

場所を選んで２２点で採取した。これらの岩石は、それぞれ数百ｇｒの大きさにし、数日間水中に沈め飽和状態に

し、密度測定を行った。岩石は、事後十分乾燥させ、この時の重量も測定した。 

重力異常は、地質分布と、微小地震分布の双方に関連があるように見える。セッションではこの点を示し、そ

の理由を考察したい。 

 


